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健康管理概論は、「社会・環境と健康」分野に位置付けられている。
本授業では、循環器疾患の疫学、生活習慣と健康、学校保健、国際保健などについて国試過去問を題材として学習する。
また公衆衛生学で学習した内容について模試過去問を題材として再学習する。

授業の進め方
と方法

1.第１〜14回の進め方
(1)授業前半：教員による国試過去問解説を聞く。
(2)授業中盤：教科書等を見ずに翌週分の問題を解き、回答番号を提出する（ﾕﾆﾊﾟのテスト）。
(3)授業終盤：教科書等を見ながら翌週分の問題を解き、回答番号を周囲の人と確認しあったのち、提出する（ﾕﾆﾊﾟのテスト）。

2.第15回の進め方
谷口先生による講義をきく。

授業計画
【第1回】

木村担当：オリエンテーション
授業の流れ、各回のテーマ、予習復習の方法、評価方法等について説明を聞く。
翌週に向けて、問題を解き、回答番号を提出する（ﾕﾆﾊﾟのテスト）。

関連する科目
履修前に、公衆衛生学を受講しておくことが望ましい。
履修後に、保健医療福祉システム論を受講することが望ましい。

授業計画
【第2回】

木村担当：循環器疾患の疫学について（国試過去問題８問）
心疾患や脳血管疾患率の年齢調整死亡率の推移等を理解する
また健康の定義等について模試問題を用いて復習する。

授業計画
【第3回】

木村担当：身体活動の必要性について（国試過去問題7問）
厚生労働省が策定した「健康づくりのための身体活動指針」の年代別の違い等を理解する。
また、公害・放射線・廃棄物について模試問題を用いて復習する。

授業計画
【第4回】

木村担当：わが国の喫煙対策について（国試過去問題11問）
喫煙率の推移や受動喫煙対策等について理解する。
また、環境に関する条約や大気汚染にについて模試問題を用いて復習する。

授業計画
【第5回】

木村担当：わが国における飲酒対策について（国試過去問題5問）
飲酒率の推移や未成年の飲酒の防止策等について理解する。
また、上下水道や熱中症について模試問題を用いて復習する。

授業計画
【第6回】

木村担当：睡眠・休養の重要性について（国試過去問題6問）
厚生労働省が策定した「睡眠指針」や「休養指針」等について理解する。
また、保健統計について模試問題を用いて復習する。

授業計画
【第7回】

木村担当：歯科保健行動について（国試過去問題7問）
わが国で実施されている「8020」運動等について理解する。
また、がんについて模試問題を用いて復習する。

授業計画
【第8回】

木村担当：学校における保健対策について（国試過去問題9問）
学校感染症における対応や、健康診断の項目等について理解する。
また、感染症法の分類について模試問題を用いて復習する。

授業計画
【第9回】

木村担当：国際保健について（国試過去問題14問）
WHO、ODA、JICA、FAO、WFP等の役割を区別できるようになる。

授業計画
【第10回】

木村担当：下記のテーマについて模試問題を用いて復習する。
循環器疾患の疫学・・・粗死亡率の推移など
身体活動・・・運動習慣者の推移など
地域保健・・・保健所の業務として保健師に関する事項など



授業計画
【第11回】

木村担当：下記のテーマについて模試問題を用いて復習する。
喫煙・・・禁煙治療の補助薬など
飲酒・・・フラッシング反応など
母子保健・・・低出生体重児など

授業計画
【第15回】

谷口担当：科学的根拠に基づいた栄養指導を行うために
疫学手法について、「通販」などを題材に取り上げて身近な事例として理解を深める。

授業計画
【第12回】

木村担当：下記のテーマについて模試問題を用いて復習する。
睡眠・・・睡眠指針における年代別推奨事項など
歯科・・・歯周病のリスクなど
産業保健・・・労働災害補償保険など

授業計画
【第13回】

木村担当：下記のテーマについて模試問題を用いて復習する。
学校保健・・・肥満傾向児の出現率など
高齢者保健・・・介護保険審査会など
医療制度・・・医療費における国民所得の比率など

授業計画
【第14回】

木村担当：下記のテーマについて模試問題を用いて復習する。
国際保健・・・SDGｓなど
疫学・・・国試過去問に準ずる問題への取り組み

授業の到達目標
①国家試験に必要な基礎的な知識および類似問題を解く際に活用できる力を身に付ける【知識・理解を応用し活用する能力】
②課題提出の期限を守れるようスケジュール管理力を身に付ける【自らを律して行動できる力】
③周囲の人と協力して正答を見出したり、他者の苦手なところをサポートしたりといった協調・協働力を身に付ける【協調・協働力】

学位授与の方針
（DP)との関連

1.知識・理解を応用し活用する能力−(1)／3.人間力、社会性、国際性の涵養−(2)／3.人間力、社会性、国際性の涵養−(5)

＜学習時間：60分程度＞
教科書等を見ながら翌週分の問題を解き、回答番号を周囲の人と確認しあったのち、提出する（ﾕﾆﾊﾟのテスト）

授業時間外学習【予習】

授業時間外学習【復習】

備考

評価方法・基準

下記項目の割合に基づいて、総合的・相対的に評価する
1)何も見ずに解いた回答番号による正答率・・・1割（13回分）
2)資料を見たり、周囲と意見交換しながら解いた回答番号による正答率・・・2割（14回分）
3)定期試験・・・７割

テキスト カレント　改訂　社会・環境と健康　　公衆衛生学（建帛社）ISBN978-7679-0670-6

参考書 特に指定しない

課題に対する
フィードバック

過去問の解説を授業内に行う。
質問等には授業時間外も含め対応する。

＜学習時間：60分程度＞
定期試験に向けて、学習した知識を長期的に維持するための工夫をしながら振り返る。


